
前橋市１人あたり医療費（国保）の伸び率の要因

＜主な増加要因＞

医療の高度化の影響

・高額療養費の１件あたりの支給金額は
年々増加傾向

・薬価上昇等により高額レセプトの金額
及び件数が増大

高齢化の影響

・高齢になるにつれて保険税負担は少なく、
医療費は多くなる傾向

・前橋市国保被保険者における65歳以上74歳
以下の割合は45.4％（令和５年３月末）

（参考）
〇前橋市の１件あたり高額療養費
平成30年度 60,523円
令和５年度 63,609円 ＜出典＞まえばしの国保

〇主な高額薬剤
脊髄性筋萎縮症→ゾルゲンスマ（薬価：約1億6,708万円）

B細胞性急性リンパ芽球性白血病等→キムリア（薬価：約3,265万円）

＜出典＞R6.12.5 社会保障審議会医療保険部会

（参考）
〇前橋市の外来医療費上位５疾病（令和４年度）
①糖尿病 ②腎不全 ③その他の悪性新生物
④高血圧症 ⑤その他の眼及び付属器の疾患
→高齢者に多く発生する傾向が高い疾病が上位

＜出典＞前橋市国民健康保険第３期データヘルス計画

(円)

令和６年度以降は見込

・令和６年度は県の見込値を採用
・令和７年度以降は、前６年度の
伸び率平均を採用

前橋市１人あたり医療費の推移と見込み
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